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今回参加いたしました物性若手夏の学校2009では、講義、サブゼミ、グループセミナー、分科会、ポスターセッション、パネルディスカッションへ参加することができました。これらへ参加によって、物性の中の様々な分野の話を聞くことができました。これらの体験によって自分自身の研究内容である超伝導体におけるトンネル現象が物性物理学全体のどういった位置の研究であるのかを知ることができたことは大きな収穫であったように思います。
私が発表を行いましたグループセミナーは、１グループ７,８人の学生が集まってディスカッションを行うという形式でした。今回から全く異なる分野の学生同士でグループを組んで議論を行うと聞いていたので、ＢＣＳ理論や松原Ｇｒｅｅｎ関数といった基本的な事項も含め、｢超伝導状態におけるトンネル現象の取り扱い｣についてわかりやすさを重視して発表する準備をしていたのですが、実際には、私のグループは近い分野を研究している人が多かったので、自分の発表内容はグループの人にとっては少し簡単すぎたのではないかと思いました。しかし、誰もがわかる、あるいは、聞いたことがある内容ということで、議論は弾みましたし、私自身の認識の誤りを指摘してくださる方もいたので、１人では気づけない多くのことに気がつけました。他人からみた自分の研究内容に対する意見はこういった発表の場でしか得ることができないので、非常に貴重なものであると思いました。グループセミナーへの参加で得たことを、これからの研究活動に役立てることができるよう努力したいと考えています。そして、この体験をよりよいものとしたいと思っています。そのほかには、奈良女子大学には博士後期課程の先輩が少ないので、後期課程の方と話をしたことがなかったため、後期課程への進学に抵抗感がありました。しかし、今回、多くの後期課程に進学された方の話を聞き、後期課程にあった抵抗感がなくなったこともよかったと思いました。

その他の企画では、能動的に話を聞くことができ、同じ分野の方の話だけでなく、違う分野の方の話もたくさん聞くことができました。私は理論をやっているので実験の話が特に新鮮でした。また、自身の研究や興味に関しての情報交換の場となったという意味でも非常に有意義な時間となりました。

全体を通して、普段接する機会の少ない他大学、他分野の方と議論することで様々な意味で視野が広げることができました。同時に、多くの方々と親交を深めることもできたと思っています。夏の学校で広がった視野や人のつながりを大切にし、そこで得たやる気をもって、自分の位置をたまに確認しつつ、今後の研究をしていきたいと思います。
